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◆　共同ｾﾝﾀｰ　憲法闘争の発展をめざす

第6回全国交流集会
参院選挙で歴史的大敗を喫した安倍首相は、新内閣を組閣したものの各党代表質問を前に政権を投げ出す醜態をぶりさらけ出してしまいました。
　後継総裁の福田首相は、憲法について「発議できる状態にあるかが大前提」「(改憲は)党是だから方針は変わらない」と述べ、改憲の意向を変えようとしていません。
福田首相は、小泉内閣の官房長官として憲法違反のテロ特措法強行の旗振り役を果たしただけでなく、自民党の新憲法草案作成の際の安全保障問題小委員会委員長として、９条の全面改悪案をまとめた張本人で、衆議院の憲法調査特別委員として改憲手続法の強行採決を推進した改憲論者です。

福田首相は、安倍首相がむき出しのウルトラ改憲路線を突き進んだのとは違い「ハト派」的装いをこらし派閥領袖を取り込んで党組織あげて改憲路線を推進する構えです。

　当面、憲法違反のテロ特措法の延長・新法反対のたたかいを焦点としつつ、明文改憲、解釈改憲の両方とも許さない新たな構えの運動が必要です。「第６回全国交流集会」は情勢の新しい変化と改憲を阻止できる可能性を開きつつあるもとで全国的に改憲の野望を打ち砕いていく節目の集会となります。

　改憲策動を包囲する国民的な運動を大きく広げるためにも、すべての都道府県共同センターと地域共同センター、関係諸団体からの積極的参加をお願いします。

○ 日　程 　０７年１０月４日(木)11：00～17：00

○ 会　場 　全労連会館２階ホール (ＪＲ御茶ノ水駅徒歩８分)

○ 主　催 　憲法改悪反対共同センター

○ 主な内容                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■ 国会報告　　　日本共産党  笠井亮衆議院議員(予定)       　　 

■ 講　　演　　　川村俊夫　憲法会議代表幹事　　　   

■ 基調報告　　　今井文夫　全労連常任幹事           

■ 特別報告　　　全国の特徴的な取り組みの教訓(北海道・千葉・青年)　                             

■ 会場発言　　　自由討論

■ 参加希望者は事前に下記へ申し込んでください　

　　　℡０３－５８４２－５６１１　Fax０３－５８４２－５６２０ (担当:高山)

◆ 国会開会日　９・１０院内集会
－５・３憲法集会実行委員会－
　国会開会日の９月１０日（月）、「民意に従い安倍内閣は退陣を！」をスローガンに、５・３憲法集会実行委員会（８団体）が主催して緊急院内集会がひらかれました。

　国会審議の合間を縫って日本共産党の市田忠義書記局長、社民党福島瑞穂党首がかけつけ挨拶を行いました。

■社民党福島瑞穂党首　１６８国会は激しい国会になります。開会日にこうした集会をもっていただくことはたいへん励まされます。今日の安倍首相の所信表明演説、「美しい国づくり」しばらく封印されていたのにまた出てきた。社民党は今国会を安倍内閣退陣国会と位置づけている。憲法改悪の流れを変えていきたい。

■日本共産党市田忠義書記局長　自・公が悪法を強行することはもはやできなくなった。国民は自・公の基本路線、弱肉強食の構造改革にノーの審判をくだした、これが参院選挙の結果です。安倍首相は、「基本路線は支持された」と言っているがこれほど国民の審判に背を向けた人はいなかった。イラク特措法延長を阻止し、退陣、解散、総選挙に追い込みましょう。

■糸数慶子（無所属）　沖縄の選挙は、憲法、基地撤去を掲げてたたかった。集団自決問題では、県民が反撃し始めている。安倍首相の所信表明では沖縄問題は２行のみ。沖縄問題にとっても今国会は山場。９月２９日には沖縄県民集会がひらかれますが皆さんのご支援をよろしくお願いします。

　この後、８団体（うち１団体は欠席）代表がマイクを握り、「これまでの運動に確信をもち、憲法改悪反対の運動をよりいっそう力強くすすめていこう」と決意表明しました。

実行委員会の高田健さん（許すな！憲法改悪・市民連絡会）は、国会へ向けての昼休み行動などを提起。「市民団体、労働組合、宗教団体がそれぞれの立場から運動を強めていこう」と呼びかけました。院内集会には、それぞれの構成団体などから１３０人と、衆参国会議員１３人が参加しました。

◆ 奈良・大阪・兵庫など全国で９．９．９行動

■生駒市：午後1時半から3時まで近鉄生駒駅前。
うたごえ、平和委員会、新婦人、九条の会あわせて33名参加。「テロ特措法延長反対」署名55筆、「すみやか」署名62筆。ビラは核廃絶・憲法九条守れ・テロ特措法延長反対の3枚セット360セット。テロ特措法延長反対ののぼり3枚特措法延長反対ハガキも配布されました。平和委員会・新婦人がリレー宣伝。（生駒市平和委員会―真鍋）

■奈良市「九条守れ！奈良県共同センター」
「軍事費を削って教育、福祉の充実を国民大運動奈良県実行委員会」共催。会場が他の音楽イベントと重なったため近鉄奈良駅近くの小西通りに変更。奈良のうたごえサークル協議会によるうたごえ演奏・日本のうたごえＰＲ（今年の日本のうたごえ祭典イン奈良）、司会は、共同センター森本駿一事務局長、主催者を代表して、梅林光生奈労連議長が挨拶、岡田（国民救援会）、寺本（平和委員会）、東（奈商連）、坂本（民医連）、西井（民医連）、最後は、豆田事務局長がまとめの挨拶を行ないました。

当日は、11団体50名が参加。核廃絶ビラ、憲法ビラ各450枚配布されました。宣伝カー２台、民医連から風船が配られました。昨日東京から、到着したばかりの「テロ特措法延長反対」幟5枚が翻り、大きく目立ちました。シール投票も行なわれました。

■平群町11時から12時
道の駅「くまがしステーション」で平和委員会・新婦人6名参加。署名はすみやか核廃絶49、憲法九条守れ40、テロ特措法延長反対15。暑いので足が止まりにくかった。「暑いのにがんばたはるから、お前もしとけ，気の毒ぜ」と妻にすすめる人、「反核」はすすんでしてくれるが、「テロ＊＊＊」は［反対しているのか、それはあかん］わしは賛成や」。「民主党か」という人もいました。
■大阪　西淀川　　平和の願いをこめて、風船とばし

　９月９日午前９時９分に集合。９条ビッグのぼりや風船をもって、場所を変えながら、宣伝行動を行いました。自らやってきてすすんで署名をしてくれたおばあさん、高校生の２人連れの女の子も署名してくれました。

９９９９行動の最後は、病院の屋上からの「平和の風船飛ばし」。一人ひとりの平和への願いをこめた短冊をつけた風船をいっせいに飛ばしました。

■高槻　いっしょに配った折り鶴が好評

　「高槻憲法と平和を守る会」では、ＪＲ高槻駅南で１８名が参加。テロとその報復の悪循環のなか、武力で平和は訪れない、いまこそ「憲法９条のねうち」を訴えました。

■富田林　選挙後、若者、女性の反応が抜群！

　貴志駅、富田林駅など６駅で３４名が参加。スポット演説を聞いて、わざわざ引き返してきて署名する人も。大学生や高校生との「戦争には反対」の対話がはずむが、「９条なんてしらなかった」という子もまだまだ多い。ていねいな対話と宣伝が必要です。
■堺　快く署名してくれる人が増えました

６つの行政区でいっせい団地作戦。６ヶ所で計９８名が参加。８５０枚のチラシをまき、６０１人分の署名を集めました。署名をするにも「快く」が、ありありとわかる人が増えました。冷たいウーロン茶の差し入れや、リポビタンをすすめてくれた人もいました。

■大阪民医連　９．・９・９・９行動　
「９月９日９時９分にアクションを」と、「民医連九条の会」は、京都の九条診療所（京都市南区）から大阪の九条商店街（大阪市西区）までを自転車でつなぐとともに、耳原総合と西淀病院から徒歩で九条商店街まで歩きました。

　無事に大阪に着いたチャリンコ部隊と、各病院から歩いた部隊がめでたく九条で落ち合って、活動の交流を行い、平和への願いを書いた風船を大空に飛ばしました。「準備や片付け大変や～」と思いながら、子供もおじさんもおばあちゃんも、楽しそうな顔をみたら、またやりたいと思った取り組みでした。
■ 兵庫西宮芦屋の会１４団体４４名参加

　「平和と民主主義を進める西宮芦屋の会」は６日の夕刻、阪急西宮北口アクタ回廊で、全県統一行動の一環として取り組みました。市内の１４団体から４４名の参加者があり、憲法署名１０４筆と核廃絶署名が１０８筆集まりました。
■憲法風船！１０００個が大空へ　県下の民医連の各病院で取り組む　

　地球環境にやさしい材質でつくられた風船。各病院では、職員や医師たちが憲法への思い、９条を守るよびかけなどを工夫し、いっせいに大空にはなちました。
　東灘区の東神戸病院のＭさんからのお便り・・・「職員２０数名で参加しました。 公園の木にひっかかったり、電線に引っかかったりしましたが、見えなくなった風船はどこかに飛んでいったのでしょう。なんと、夕方電話がかかってきました。京都の北宇治中学から、『平和のメッセージの風船がグランドに落ちてきた…』うれしくなって、すぐ、折り返し電話しちゃいました。『放課後、部活動中に生徒が発見した、生徒に見せて教材として使わせてもらいます』とのことでした。神戸から約２時間で宇治まで旅した風船。９条守ろうのメッセージが中学生に届きました。
◆大阪・府民過半数へ「秋のたたかい出発集会」

大阪憲法会議、共同センターは、５日参院選での安倍、自民・公明与党が大敗した新しい政治情勢のもと、９条を守る世論の結集をはかり、府民過半数署名をめざすたたかいにはずみをつけようと、「秋のたたかい出発集会」を開催しました。

会場いっぱいの約１５０人が、たかつガーデン（府教育会館）のホールを埋めました。

足立英郎幹事長は、今回の参院選当選者に対する意識調査で、改憲に「賛成」が大幅に減っていることをあげ、「自民や民主の支持者にも働きかけていくなど、従来の枠をこえた改憲阻止」とともに、そのために「改めて勉強し直すことが重要だ」と述べました。

中央憲法会議の川村俊夫代表幹事が、「憲法問題をめぐる新たな情勢の特徴とたたかいの方向」と題して講演。川村氏は、「参院選結果が自民の改憲スケジュールを大幅に狂わせた」ことは確かだが、自民・民主両党が、「軍隊を持ち、海外でそれを使える」点では共通しており、すでに改憲案もまとめていることから、「国民世論が弱まれば、明日にでも統一案をつくることは可能な状況にある」と指摘。いまこそ「党派、宗派の違いをこえて世論を広げ、地盤を固める」、そのことで｢（改憲勢力が）憲法変えよう、国民投票しようと、口に出せないような状況をつくる｣ことを強調しました。

行動提起では、①「10万回・100万人参加」をめざして大阪革新懇と共催して「憲法講座」を開く②０９年末までの府民過半数署名（４４０万以上）のために、08年末までに８０％（350万以上）、07年末までに５０％（220万以上）をやりきる。そのための当面の行動として、9月9日前後にとりくまれる「9の日」宣伝行動を旺盛にすすめようと訴えました。
◆兵庫　九条の会・かわにし結成２周年　

　　　　　　講演とライブのつどいに１２０人参加　

　９月１日川西市中央公民館のつどいでは、まず「戦争は何故起きるか－－護憲の原点」と題し、イラク派兵反対訴訟弁護団長の辻公雄弁護士は、戦争の歴史を具体的に語りつつ、憲法違反に反対する多くの裁判闘争の意義も強調しました。
　ついで特別報告の元自衛隊員の三尾雅信さんは、陸上自衛隊での体験をリアルに述べました。「入隊時に宣誓書にサインさせられ、朝６時の起床ラッパから１７時終令の「宣誓文・心がまえ」を不動の姿勢で何度も繰り返させられる姿」、そして青年の純粋な心を利用し、愛国心と命令に絶対服従の精神がたたき込まれる日常だったと語りました。
　ライブ演奏は「とうふ連ズ！」で、軽妙なトークもまじえ会場を盛り上げました。
<参考：自衛隊幹部を除く一般隊員の宣誓書>
　「私は、わが国の平和と独立を守る自衛隊員の使命を自覚し、日本国憲法及び法令を遵守し、一致団結、厳正な規律を保持し、常に徳操を養い、人格を尊重し、心身をきたえ、技能をみがき、政治活動に関与せず、強い責任感を持って、専心職務の遂行にあたり、事に臨んでは危険を顧みず、身をもって責務の完遂に努め、もって国民の負託にこたえることを誓います。」
◆「ひろげよう！９条の心」神戸文化大ホールに１６００人参加　

　９月９日午後文化ホールには続々と人がつめかけました。第一部は”若ものたち”の創意ある舞台が次々と繰り広げられました。「第一回のファッションショーから、若者たちが周りへ広げ、新しい参加や表現が発展しています」と司会の小山乃里子さんも説明していました。
　「憲法施行６０年－今、９条を考える」をテーマに詩人・作家の辻井喬さんが講演。辻井さんは最初に「六カ国協議でカヤの外におかれていること、金を出しているから国連常任委になりたい点でアナン事務総長にたしなめられたこと、防衛省になってから”制服組が納得しないから”のセリフが増えたこと」など自民公明政権の危険性を具体的に説明しました。そして、「歴史的無能力の方が戦前レジームに戻すといっているが、私たちは例えば戦闘機を買わないで生活の最低保障を実現させる戦後憲法レジームを実現させよう」と述べ、さらに「本物の生活感覚を持っている私たちが市民共同体を広げ、現政権の政治を変えるためにつくそう」と語りました。

■ 涙があふれ鳥肌がたった普天間かおりさんの歌

  集いは第３部でシンガーソングライター普天間かおりさんが登場。自身のルーツとなる沖縄音楽を継承し、繊細でしかもボリューム豊かな歌唱力は会場を圧倒しました。しかも平和な社会を望むトークも感動させてくれました。とくに「いっぽんの鉛筆」や「さとうきび畑」では会場で涙をぬぐう人が多く見られました。
　実行委員会の閉会挨拶で羽柴修弁護士は、「ことし５月１８日に自民公明が国民投票法案を強行採決した。それから３年後に発議となろうが、日数を数えると９８３日しかない、全力で大きな県民世論をつくろう」とうったえました。
■ 高校生むけのビラ配布好調　西神ニュータウン９条の会などが活動　

　「第３３回西神ニュータウン９条の会ご案内」を読むと、神戸市西区には多くの学校があり、各９条の会が手分けして近くの高校へ出向き、チラシ・資料配りが活発です。
　「高校生のみなさん　ともに考えよう　憲法問題」のチラシ。そして参考資料にはルビ付きの日本国憲法前文と条文の抜粋、フランス人権宣言、アメリカ独立宣言、植木枝盛・日本国国憲案などが収録されています。
　玉津９条の会は９／３に西高校前で配布。９／７朝、高塚高校前でも西神ニュータウン９条の会からも参加し約３００部を高校生に手渡しました。今後、伊川谷高校など西区内の多くの高校生に広げようとしています。３年後もし「改憲派の発議」となれば、１８歳の可能性があるので、高校生・中学生との対話は非常に重要です。







































